
目

次

テ

レ

ホ

ン

・
ホ

ー

ム

・

パ

ー

テ

ィ

好

評

四

共
済
会
だ
よ
り

あ
の
人
こ
の
人

（荘
野
　
孝
さ
ん
）

五

余や
ま
も
も
会
報

第
百
号
記
念
句
会
作
品

（高
知
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

敬随

猪
谷
嘉
夫

福
本
　
豊

磯
岡
芳
明
　
　
上
田
　
日舛

渡
部
貞
好
　
　
渡
部
重
雄

編
集
後
記
に
代
え
て

九
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第60号
‐
l

嘔 国四友

囲

国
Ｎ

丁
下

の
イ

メ
ー
ジ

は

″
将
来
性
″
″
信
頼
感
″
″
技
術
力
″

「
ト
ー
ク
の
日
」
一
周
年
記
念

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
で
は
、
今
年
の
六
月

一
九
日

に

「
ト
ー
ク
の
日
」
開
設

一
周
年
を
迎
え
た
の
を
機

に
、
四
国
管
内
の
電
話
局
等
で
実
施
し
た

「
ト
ー
ク

の
日
」

一
周
年
記
念
の
各
種
行
事
に
参
加
し
た
方
達

等
を
対
象
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（回
答
数
七
二
六
人
）
し
、
そ
の

結
果
を
次
の
と
お
り
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

一
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
イ
メ
ー
ジ

「
将
来
性
」

「
信
頼
感
」

「
技
術
力
」

「
活
力
」

「
地
域

へ
の
貢
献
度
」

「
販
売
力
」

「
親
し
み
」

「
明
る
さ
」

「
お
客
さ
ま
第

一
」
の
九
項
目
に
つ
い

て
み
た
結
果
、　
一
番
評
価
が
高
か

っ
た
の
は

「
将
来

性
」
で
、
八

一
％
の
人
が

″
あ
る
″
　
″
や
や
あ
る
″

と
答
え
て
お
り
、
続
い
て
、

「
信
頼
感
」
七
六
％
、

「
技
術
力
」
七
四
％
の
順
と
な

っ
て
い
ま
す
。

反
対
に
評
価
の
低
い

″
な
い
″
　
″
あ
ま
り
な
い
″

と
答
え
た
も

の
が

「
お
客
さ
ま
第

一
」

一
一
％
、

「
親
し
み
」
九
％
、

「
販
売
力
」
九
％
と
な

っ
て
お

り
、
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
を
残
し
て
い
ま
す
。

（別
紙
１
参
照
）

二
、
お
客
様
が
電
話
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

「
緊
急
連
絡
用
機
器
」
五
三
％

（
三
八
二
人
）
、

「
情
報
入
手
伝
達
用
機
器
」
三
三
％

（
二
四
四
人
）
、

「
生
活
合
理
化
機
器
」
三
三
％

（
二
四
二
人
）、
「
親

子

・
夫
婦
等
の
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
機
器
」
三
〇
％

（
二

一
六
人
）
な
ど
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の

人
が
電
話
を
実
用
品
と
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
が
う

し

か
が
え
、

「
孤
独
感
を
解
消
す
る
た
め
の
機
器
」

三
％

⌒
二
四
人
）、
「
イ

ン
テ
リ

ア
の

一
つ
」
六
％

（
四
〇
人
）、
「
ひ
ま

つ
ぶ
し
機
器
」
七
％

（
五

一

人
）
な
ど
、
趣
味
、
娯
楽
の

一
部
と
考
え
て
い
る
人

は
少
な
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
を
男
女
別
に
み
て
み
る
と
、
ま
ず
、
男
性
の

電
話
観
と
し
て
特
徴
的
な
の
は
、

「情
報
入
手
伝
達

用
機
器
」
で
女
性
の
二
七
％
に
比
べ
男
性
四
四
％
と

な

っ
て
お
り
、
男
性
は
電
話
を
ビ
ジ
ネ

ス
手
段
と
し

て
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

次
に
、
女
性
の
電
話
観
と
し
て
特
徴
的
な
の
は
、

「
人
と

つ
な
が
り
安
心
感
を
得
ら
れ
る
機
器
」

（女

三
二
％
、
男
二

一
％
）
、
「
生
活

エ
ン
ジ

ョ
イ
機
器
」

（女
二
六
％
、
男

一
九
％
）、
「
ス
ト
レ
ス
発
散
機

器
」
（女

一
〇
％
、
男
四
％
）
、
「
ひ
ま

つ
ぶ
し
機
器
」

（女

一
〇
％
、
男
四
％
）
と
な

っ
て
お
り
、
女
性
は

電
話
を
生
活
に
密
着
し
た
も
の
と
し
て
利
用
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

（別
紙
２
参
照
）

〔参
　
考
〕

（調
査
方
法
）

。
調
査
対
象
　
ト
ー
ク
の
日

一
周
年
を
記
念
し
て

四
国
管
内
の
電
報
電
話
局
等
が
実
施

し
た
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
お
客
さ

ま
等

・
調
査
時
期
　
工全

一年
六
月

一
九
日
～
六
二
年
七

月

一
九
日

・
調
査
状
況
　
サ
ン
プ

ル
数
　
七
二
六
人

男
女
別
…
…
男
　
性
　
一二
一
〇
人

女
　
性
　
一二
九
九
人

無
記
入
　
　
一
七
人

◇

申電
話

サ
ー
ビ

ス
の
相
互
接
続

◇

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
新
規
参
入
事
業
者

（第
二
電
電
（株
）、

日
本
テ
レ
コ
ム
（株
）、
日
本
高
速
通
信
（株
こ

と
の

電
話
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
互
接
続
が
六
二
年
九
月

四
目
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

個

３
、
相
互
接
続
通
話
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
地
域

当
初
は
、
概
ね
東
京
、
神
奈
川
、
静
岡
、
愛
知
、

京
都
、
大
阪
及
び
こ
れ
ら
の
隣
接
県
で
す
。

じ
1、 新規参入事業者 (以 F「 NCCJと 云います )の概要 (*NCC=New Common Carnerl

2、 接 続 形 態

電話サー ビスの相互接続は、NTToNCC双 方の接続用交換機を介 して行います。
加入者  中 継  接続用   接続用  接続用   接続月  中 継  加入者
交換機  交換機  交換機   交換機  交換機   交換機  交換機  交換機

NTT設 備 I   NCC設 備
十

NTT設 備

(NTT役 務 )(NTT役 務 )

(注 )「相互接続点」………NTToNCCの 役務、固定資産及び保守の分界点
「POI」  ・     Point Of lnterface

| (NCC役 務) |
相互接続点      相互接続点

新 規 事 業 者 名
第 二 電 電 (株 )
(DDI)

日本テレコム(株 )
(J T)

日本高速通信 (株 )
(TW」 )

識  別  番  号 「 0077J 「 0088J 「 0070」

-2-



国四友一
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別紙 2
電話 をとのように考えているか

1全体,ヽ ‐F2:名  1男 性

'N・

310名 (女性,N‐
'9,    10    20    30    10

別紙 1

NTTの イメー ジ

040%(311名 ) 011%0,

NTT料金
(現行ダイヤル通話料)

l 緊急連絡用機器

2 情報大手伝達用機器

3 生活合理イ醸 器

5 人とつながり安じ.感を得られる機器

8 ひまつオし機器

11 孤独感を解肖するための機器

全体 7%(51名 )

男性 4%(11名 )

女性 10%(40名 )

全体 7%(51名 )

男性 4%(11名 )

女性 10%(38名 )

全体 6%(40名 )

男性 6%(19名 )

女性 6%(21名 )

全体 3%(24名 )

男性 2%(7名 )

女性 4%(16名 )

、
お
客
さ
ま
か
ら
の
利

用
申
し
込
み
及
び
ダ
イ

ヤ
ル
方
法

１１‐
、
利
用
申
し
込
み
方

法０
お

客

さ

ま

は

、

Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
受
け
持
ち

営
業
窓
国
に
、
相
互

接
続
通
話
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
申
し
込
み

（

契
約
）
を
し
ま
す
。

●
Ｎ
Ｃ
Ｃ
は
、
お
客

さ
ま
か
ら
の
利
用
申

し
込
み

（
＊
Ｉ
Ｄ
登

録
中
し
込
み
）
を

一

括
し
て
ヽ
Ｔ
Ｔ
の
窓

口
に
、
お
客
さ
ま
の

代
理
と
し
て
申
し
込

み
を
し
ま
す
。

Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
お
客

さ
ま
原
簿
と
申
し
込

み
内
容
を
チ

ェ
ッ
ク

し
、
電
話
番
号
、
契

約
者
等
確
認
の
う
え
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
交
換
機
に

登
録
工
事
を
行
い
ま

す
。
●
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
工
事

完
了
後
、
直
接
お
客

さ
ま
へ
工
事
費

（二
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
）
を
請
求

し
ま
す
。

米
　
Ｈ
∪
　
¨
ＨＱ
①
●
●
由
ｏ
，

”
一
６

ゆ
――

利

用
者
識
別

NTT料金
(現行ダイヤル通裁m

|こ)複数回答のため比率の
合計は110%を 超える.

NCC料金

・ ID通話の場合 (ID式 )

第 二 電 電 (DDI)… ……… 0077+市 外局番+電話番号 (例えば、0077-03-221-5921)
日本テレコム (」 T)……… …0088+市 外局番十電話番号 (例えば、0088-03-273-0046)
日本高速通信 (TWJ)… ……… 0070+市 外局番十電話番号 (例えば、0070-03-505-0070)
。NID通話の場合 (登録式 )
NID通話の場合には、サービス識別のために ID通話の場合より10桁程度多くダイヤルすることにな
ります。 (具体的には、新規参入業者によリダイヤル方法が異なりますので、詳しくは新規参入業者に問

い合わせていただく必要があります。)

5、 相互接続通話 サー ビスを利用 した場合 の料金計算方法及 び料金請求方法

① :発信側加入電話から相互接続点までのNTT区間の料金
② :相互接続点相互間のNCC区間の料金
③ :着信側相互接続点から着信側加入電話までのN T T EXI間 の料金

上記①十②十③の合計が、相互接続通話の料金となります。

相互接続点 相互接続点

①     l     ②     1     0
(発 信 者 )(審

二
― ===一 ===一 ◎

―
― ― ― 一 一 一 一 ― 一

―
◎           過 r(着 信 者 )

ご

‐２‐
、
ダ
イ
ヤ
ル
方
法

相
互
接
続
通
話
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、

Ｉ
Ｄ
送
出
機
能
を
利
用
し
て
お
こ
な
う
通
話

（ｌ
Ｄ

通
話
）
と
そ
れ
以
外

（Ｎ
Ｉ
Ｄ
通
話
）
に
区
分
さ
れ
、

そ
の
ダ
イ
ヤ
ル
方
法
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①ある ややある

-3-
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相
互
接
続
通
話
の
料
金
は
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
区

間
の
料
金
も
併
せ
て
お
客
さ
ま
に
請
求
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

な
お
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
区
間

の
料
金

に

つ
い
て
、

Ｎ
Ｃ
Ｃ

に
請
求
す

る

こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

６
、
料
　
　
　
金

相
互
接
続
通
話
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
場
合
の
料
金
に

つ
い
て
は
、
距
離

。
通
話
時
間
と
の
関
係
で
現
行
Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
料
金
と
は
簡
単
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、　
一
般
的
に
は
、
近
距
離
の
通
話
や
短
時
間

の
通
話
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
安
く
、
遠
距
離
で
も
相
互
接
続

点
か
ら
の
距
離
が
長
く
な
る
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
安
く
な
り

ま
す
。

７
、
お
客
さ
ま
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
等
に
つ
い
て

お
客
さ
ま
の
利
用
申
し
込
み

。
通
話
料
金
の
お
支

払
い

。
通
話
料
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
Ｎ
Ｃ
Ｃ
が

一
元
的
に
受
け
付
け

ま
す
。
ま
た
、
故
障
修
理
の
受
け
付
け
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・

Ｎ

Ｃ

Ｃ

の

い
ず

れ

で

も

受

け

付

け

、

Ｎ

Ｔ

Ｔ

と

Ｎ

Ｃ

Ｃ
が
協
力
し
て
、
迅
速
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
で
は
、　
″
よ
り
楽
し
く

。
よ

り
豊
か
に
″
を
合
言
葉
に
、
昨
年

一
一
月
か
ら
全
国

初
め
て
の
施
策
と
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ
レ
ホ
ン
メ
イ
ト

（

暮
ら
し
と
電
話
に
関
す
る
専
門
家
と
し
て
育
成
し
た

Ｎ
Ｔ
Ｔ
女
子
社
員
）
に
よ
る
　
テ
レ
ホ
ン

・
ホ
ー
ム

・
パ
ー
テ
ィ
」
を
各
地
域
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
八
月
に
参
加
者

一
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

テ
レ
ホ
ン

・
ホ
ー
ム

・
パ
ー
テ
ィ
は
、
テ
レ
ホ
ン

メ
イ
ト
が
お
客
さ
ま
の
お
宅

へ
出
向
き
、
ご
近
所
の

主
婦
の
方
達
と
お
し
ゃ
べ
り
を
交
え
な
が
ら
電
話
の

便
利
な
使
い
方
な
ど
を
中
心
に
意
見
交
換
を
行
い
、

電
話
に
よ
る

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
心
の）

ふ
れ
あ
う
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活
を
営
ん
で
い
た

だ
く
お
手
伝
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
、

一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
販
売
を
主
体
と
し
た
ホ
ー
ム

パ
ー
テ
ィ
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
達
の
感
想
に

よ
る
と
、

「
最
新
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
得
ら
れ
、

視
野
が
広
が

っ
た
」

「
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
サ
ー
ビ
ス

を
使

っ
て
楽
し
い
お
買
物
が
で
き
た
」

「
パ
ソ
コ
ン

通
信
の
仕
組
み
を
教
え
て
も
ら
い
、
自
分
で
始
め
る

き

っ
か
け
に
な

っ
た
」

「
レ
デ
ィ
ス
ク
ラ
ブ

（
テ
レ

ホ
ン
・
ホ
ー
ム

・
パ
ー
テ
ィ
の
参
加
者
で
結
成
）
に

入
会
し
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
お
話
が
で
き
て
楽
し
い
」

な
ど
と
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
地
域
の
お

客
さ
ま
と
の
ふ
れ
あ
い
の
輪
が
大
き
く
広
が

っ
て
き

て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ
レ
ホ
ン
メ
イ
ト
も
今
年
二
三
七

名
が
新
た
に
誕
生
、
昨
年
か
ら
の
人
数
と
合
わ
せ
て

現
在
四
二
四
名
が
四
国
各
地
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
で
は
、
こ
の

「
テ
レ
ホ
ン

・

ホ
ー
ム

・
パ
ー
テ
ィ
」
が
地
域
の
方
達
に
愛
さ
れ
、

お
役
に
立

つ
も
の
と
な
り
、
ひ
い
て
は
テ
レ
ホ
ン
文

化
の
醸
成
の

一
助
と
な
る
よ
う

一
層
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
．

「
テ
レ
ホ
ン
・
ホ
ー
ム

・
パ
ー
テ
ィ
」
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
電
話
局

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

テ
ル
ウ

ェ
ル
四
国
支
部
で
は
、
社
会
福
祉
事
業
の

一
環
と
し
て
、
毎
年
心
身
障
害
者
（児
）
の
方
々
に
、

お
見
舞
金
を
お
贈
り
し
て
お
り
ま
す
。

六

一
年
度
は
、　
一
八
七
名
の
方
々
に
お
贈
り
し
ま

し
た
が
、
そ
の
対
象
者
及
び
必
要
書
類
な
ど
は
次
の

と
お
り
で
す
。

該
当
さ
れ
る
方
で
、
こ
れ
ま
で
受
給
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
ヘ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
は
…
…

‐１‐
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
全
電
通

（専
従
役
員
や
書
記
の
方
）

テ
ル
ウ

ェ
ル
の
現
役
職
員
の
配
偶
者
及
び
扶

養
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
子
。

‐２‐
前

記
の
退
職
者
及
び
遺
族

（扶
養
し
て
い
る

父
母
ま
た
は
子
を
含
む
。）
た
だ
し
、
有
職
者

の
方
を
除
き
ま
す
。

■
必
要
書
類
は
…
…

所
定
の
中
込
書
等
の
ほ
か
、
次
表
の
書
類
が
必

要
で
す
．

I I

]:

骨』
1参考 )

「テレホン・ホーム・パーティJ
の県別実施状況

圃

同国

ロ

心
身
障
害
者
（
児
）
の
方
々
に

お
見
舞
金
を
お
贈
り
し

精

　

　

神

　

　

病

先

天

性

内

臓

疾

患

一
一一・一一一
．一・．
一一
一
一一、
一一一一一

一
一
一
一一一一

小
児
慢
性
を
定
疾
患

特

定

疾

患

精

神

薄

弱

身

体

障

害

障

害

区

分

精
神
病
院

の
在
院
証
明
書
、
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る

診
断
書

育
成
医
療
券

（写
）

公
害
医
療
手
帳

（写
）

小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
認
定
通
知
書
（写
）、

ま
た
は
医
師
の
診
断
書

特
定
疾
患
受
給
者
証
（写
）
、
ま
た
は
医
師
の
診
断
書

療
育
手
帳
（写
）
　

　

　

※
Ａ
級

の
方

身
体
障
害
者
手
帳

（写
）

※

一
級

・
二
級

の
方

申

込

書

等

に

添

付

し

て

い

た

だ

く

書

類
手□

(62年 8月 末 )

実施回数 参加者数

愛  媛 528 4,172

香  川 1,570

徳  島 358 3,112

高  知 2,156

討
´ 1,406 11,010
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国四友予
嘔第60号

■
お
見
舞
金
は
…
…

１１１
重
度
障
害
者

（児
一
の
方
に
は
、

一
人
年
額
三
万
円

‐２‐
重
症
障
害
者

（児
）
の
方
に
は
、

一
人
年
額
五
万
円

―
家
庭
で
の
介
護
者
の
負
担
軽
減
を
支
援
し
ま
す
―

一
八
才
以
上
の
重
度

。
重
症
障
害
者
の
方

（
日
常

生
活
の
大
半
に
つ
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
。
）

が
お
ら
れ
る
Ｌ
帯
に
対
し
て
、
介
護
者
の
負
担
軽
減

を
、
次
の
範
囲
で
支
援
し
ま
す
。

■
支
援
の
範
囲

（家
庭
介
護
給
付
金
）

家
政
婦
を
雇
用
さ
れ
た
場
合
‥
週
二
回
半
日

単
位
、
又
は
週

一
同

一
日
単
位
の
利
用
料
金
相

当
額

◇

お
問
い
合
わ
せ
先

◇

テ
ル
ウ

ェ
ル
四
国
支
部
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（〇
八
九
九
二
壬

一―
九
九
五
五

絵
は
　

心ヽ
の
記
録

で
宝
物

画
き

つ
づ
け
て
　
４０
年

荘
野
　
孝
さ
ん

画
号

「
丹
秀
」
で
知
ら
れ
、
４９
年
来
、
当
会
報
の

表
紙
絵
を
画
き

つ
づ
け
て
く
だ
さ
る
荘
野
さ
ん
。

小
さ
い
頃
か
ら
絵
が
好
き
で
、
戦
時
中
内
海
町
に

帰
郷
さ
れ
て
い
た
日
展
無
審
査
会
員
、
故
海
野
旭
世

画
伯
の
門
下
生
と
し
て
２２
年
入
門
、
精
進
の
甲
斐
あ

っ
て
、
翌
年
香
川
県
展
に
見
事
初
入
選
し
た
。

「
丹
秀
」
の
号
は
、
荘
野
さ
ん
が
若
い
頃
か
ら
敬

愛
し
て
い
た
、
山
川
秀
峰
画
伯
の

「
秀
」
を
と
り
、

海
野
先
生
が
入
選
祝
い
に
つ
け
て
く
だ
さ

っ
た
そ
う

で
あ
る
。

松
山
、
徳
島
、
香
川
と
、
転
勤
の
先
々
で
の
県
展

入
選
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
３‐
年
、
中
央
画
壇

。
青

龍
展
に
入
選
、
じ
来
勤
め
の
か
た
わ
ら
プ

ロ
と
し
て

）の
道
を
歩
む
こ
と
と
な
る
。

志
度
の
局
長
時
代
、
臨
局
さ
れ
た
米
沢
総
裁
に
絵

を
差
し
上
げ
て
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
り
、
歴

代
通
信
局
長
に
所
望
さ
れ
た
り
、
絵
を
通
じ
て
こ
う

し
た
方
々
と
の
お

つ
き
合
い
が
、
今
も
な
お
続
い
て

い
る
と
か
。

ま
た
通
信
局
時
代
は
、
昼
間
は
上
司
の
局
長

・
部

長
さ
ん
も
、
夜
は
荘
野
さ
ん
の
門
下
生
に
変
身
と
い

う

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ

っ
た
と
、
苦
笑
さ
れ
る
。

数
年
前
、
膀
脱
腫
瘍
の
手
術
で
３
度
入
院
さ
れ
た

が
、
ベ
ッ
ド
の
上
で
絵
筆
を
と
り

つ
づ
け
、
病
室
は

医
師
、
看
護
婦
、
患
者
さ
ん
で
い
つ
も
賑
わ
い
、
滅

入
る
こ
と
も
な
く
病
気
に

打
ち
勝

つ
こ
と
が
で
き
た

の
も
、
絵
の
お
か
げ
と
、

し
み
じ
み
話
さ
れ
る
。

自
宅
近
く
に
島
四
国
の

‐６
番
札
所
が
あ
る
関
係
で
、

巡
礼
の
お
遍
路
さ
ん
に
観

音
様
の
絵
を
お
接
待
し
て

喜
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の

数
実
に
千
枚
を
超
え
る
と

か
、
お
人
柄
と
善
根
の
ほ

ど
が
し
の
ば
れ
る
。

退
職
後
は
、
日
本
画
教
室

「
島
紅
会
」
を
主
宰
、

教
師
、
医
師
、
若
者
な
ど
、
門
下
生
７０
名

（自
宅
５０
、

高
松
支
部
２０
）
の
指
導
に
余
念
が
な
い
。

ま
た
そ
の
か
た
わ
ら
、

「古
き
よ
き
時
代
の
島
の

子
供
の
遊
び
や
、
島
民
の
生
活
風
俗
を
絵
に
描
い
て

残
そ
う
中
と
、
既
に
数
十
点
を
描
か
れ
た
と
か
。

さ
ら
に
最
近

「荘
野
丹
秀
画
集
」
を
出
版
さ
れ
た

が
、
魅
了
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

「
在
職
中
は
、
み
な
さ
ん
の
温
か
い
励
ま
し
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
嬉
し
か

っ
た
。
現
在
は

若
い
門
下
生
に
囲
ま
れ
、
自
然
を
友
と
し
、
心
豊
か

(内海 )

〈第 2期前売券発売中〉

瀬戸大橋博 '88/四国

当 日 券 前 売 券
ル
格
ウテ
価

大 人 2,500円 2,200円 2′ 090円

高 校 生 1,5001」 1,300円 1′ 240円

小 中 学 生 1,000円 900円 860円

幼児 (4才～) 500円 400円 360円

串 テルウェル トラ
ベル ①
"の
認 嘔

込  香 川 営 業 所 (0878)225151

: 徳 島 営 業 所 (0886)526320
高 知 営 業 所 (0888)834141

〈申込み締切、昭和63年 1月 末日まで〉

◆
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国四友壺
電第60号

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
最
高
の
幸
せ
で
す
。
８０

。

９０
に
な

っ
て
も
、
美
術
に
生
き
る
若
々
し
さ
を
持
ち

？
づ
け
た
い
」。
と
、
７２
才
の
今
日
も
な
お
、
情
熱
の

ほ
ど
を
う
か
が
わ
せ
る
。

ど
う
か
、
い
つ
ま
で
も
ご
健
勝
で
ご
精
進
の
ほ
ど
、

切
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
書
国
市
記
）

余
　
　

栄

⌒死
亡
順
）

正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

故

香

西

伊
三
郎

様

喬

松
）

正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

故
　
大
　
森
　
清

　

一　

様

（松
山
）

勲
五
等
瑞
宝
章

故

荒

井

又

市

様

喬

松
）

従
六
位
勲
五
等
双
光
旭
日
章

故

谷

　

信

雄

様

舌

松
）

勲
五
等
瑞
宝
章

故
　
一昌
　
久
　
紋
　
衛
　
様

（松
山
）

正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

故
　
中
　
村
　
武
　
雄
　
様

（松
山
）

正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

故
　
一呂
　
橋
　
士
‐‐
　
保
　
様

（松
山
）

従
六
位
故
　
友
　
澤
　
照
　

一　

様

（松
山
）

正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

故
　
宮
　
本
　
清
　
和
　
様

（琴
平
）

や
ま
も

も
会

報

第
百
号
記
念
句
会
作
品

蛍
の
よ
ぎ
れ
ば
光
る
胸
飾

梅
雨
長
屋
釘
跡
黒
き
蔀
板

日／
れ
ば
自
の
淋
し
き
花
菖
蒲

父
の
口
を
母
な
き
孫
に
祝
は
る
る

あ
や
め
咲
き
童
女
の
墓
の
文
字
か
く
す

せ
せ
ら
ぎ
に
沿
う
て
蛍
の
皇
に

雑
草
に

一
き
わ
白
き
半
夏
生

昼
灯
す
山
の
駐
在
梅
雨
曇
り

若
竹
の
親
の
高
さ
に
並
び
け
り

薫
風
も
入
れ
て
酢
飯
を
混
ぜ
に
け
り

六
月
ゃ
街
路
樹
の
大
風
の
音

力
尽
き
し
如
く
散
り
け
り
鉄
線
花

蛍
火
の
卓
透
き
と
お
し
光
り
お
り

一異
窓
の
Ｆ
は
早
瀬
や
鮎
の
宿

向
き
揃
い
鉄
砲
百
合
の
真
昼
か
な

静
か
な
る
雨
垂
れ
聞
き
て
梅
雨
籠
り

雲
低
く
垂
れ
て
在
所
の
枇
杷
熟
る
る

陵
の
青
葉
に
鳥
の
研
か
な

矢
車
草
花
に
群
れ
交
ふ
小
蝿
か
な

つ
れ
づ
れ
に
書
の
手
習
い
や
梅
雨
籠
り

青
薬
道
ゆ
く
昂
を
消
し
が
た
く

老
鴬
や

一
渓
と
ざ
す
議
襖

¨
表
紙
の
こ
と
ば

¨

「
桔

梗

」

荘
野
　
丹
秀

（内
海
）

私
が
少
年
の
頃
、
お
さ
げ
髪
で
、
素
足
に
赤
い
鼻

緒
の
下
駄
の
よ
く
似
合
う
少
女
が
い
た
。

あ
る
日
、
桔
梗
の
花
を
生
け
た
新
し
い
花
瓶
が
、

机
の
上
に
置
い
て
あ

っ
た
。

便
箋
に

″
お
兄
様

へ
″
　
″
Ｋ
子
よ
り
″
と
、
た
だ

そ
れ
だ
け
書
い
て
あ

っ
た
。

次
の
日
、

「
あ
り
が
と
う
」
と
礼
を
い
う
と
、
た

だ
う

つ
む
い
て
、
は
に
か
ん
ぃて
い
た
、
無
口
で
ど
こ

か
淋
し
そ
う
な
少
女
で
あ

っ
た
。

美
人
薄
命
と
い
う
か
、
乙
女
は
十
九
の
春
こ
の
世

を
去

っ
た
、
も
し
生
き
い
た
ら
私
は
？

そ
ん
な
幻
想
を
夢
み

つ
つ
絵
筆
を
と
る
。

台
湾

の
旅

口

　

　

猪
谷
　
嘉
夫

台
湾
第
Ｔ
．の
人
都
市

。
高
雄
―
人
口

一
二
０
万
。
天
然
の
良
港
を
拡
張
し
た

:ハテな ?:

家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
も

多
い
ア」
と
で
し
ょ
う
ネ
ｃ

さ
て
、
ナ
ス
は
連
作
を
嫌
い
ま
す
が
、

ナ
ス
で
な
く
て
も
、
そ
の
親
類
⌒
ナ
ス
科
）

を
作

っ
た
と
こ
ろ

ヘ
ナ
ス
を
植
え
れ
ば
、

や
は
り
連
作

に
な
り
ま
す
。

で
は
、
次

の
中

に

一
ツ
だ
け
ナ

ス
科
で
な

い
も

の

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
な
ん
で
し

ょ
う
？

○
ナ

ス
　
　
○
ト

マ
ト
　
　
○
ピ
ー

マ
ン

○
ジ

ャ
ガ
イ
モ
　
　
○
キ

ュ
ウ
リ

一高
知
）

大
西
　
瓶
子

田
ノ
内
露
風

井
上
ひ
ろ
し

沢
田
た
か
ほ

井
上
す
み
子

池
内
　
寿
子

岡
崎
　
花
子

小
笠
原
芳
子

尾
崎
　
由
子

北
岡
　
　
和

公
文
　
政
恵

小
松
と
し
み

関
田
　
繁
子

田
中
　
兼
尾

田
内
千
代
子

田
植
　
英
美

竹
山
　
り

つ

中
山
登
亀
子

寺
村
　
愛
子

野
村
　
　
俊

安
村
　
　
淑

横
円
す
が
子

1随筆 | 次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

秦
　
光
子
様

西
岡
勝
市
様

林
　
武
夫
様

成
田
　
茂
様

矢
野
　
武
様

安
岡
　
冨
様

松
原
　
勇
様

６２

ｌ

ｒ

。
‐４

６２

・
７

●
‐９

６２

〓

′

・
２‐

能

ｏ
８

ｏ
ｌ０

６２

・
８

ｏ
ｌ３

６２

・
８

・
２ ７

６２

・
９

ｏ
６

死

亡

年

月

日

松 宇 八 宇 松 鴨 松

不日幡 不日

山 島 浜 島 山 島 山
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国四友電第60号

）

国
際
貿
易
港
で
あ
り
、
海
運
基
地
で
も
あ
る
ｃ
周
辺

に
は
大
工
場
が
林
立
し
、
通
勤
時
に
は
大
通
り
は
バ

イ
ク
の
洪
水
と
い
う
訳
で
、
近
代
化
も
早
く
、
街
全

体
が
活
気
に
溢
れ
て
い
る
。

午
後
澄
清
湖
に
行
く
。
貯
水
用
の

一
大
人
造
湖
こ

周
囲
の
花
木
の
間
に
彩
色
鮮
や
か
な
仏
塔
や
棲
閣
を

配
し
、
中
央
に
は
鍵
形
の
石
橋
を
九

つ
斜
に
連
ね
た

九
曲
橋
は
風
情
が
あ
り
、
水
族
館
な
ど
も
あ
る
ｃ

次
に
蓮
花
渾
に
行
く
。
大
き
な
池
で
、
池
中
に
春

秋
閣
と
龍
虎
塔
と
呼
ぶ
仏
塔
が
建
ち
、
人
口
に
は
大

虎
と
龍
が
う
ず
く
ま
り
、
内
部
は
通
路
と
見
せ
物
に

な

っ
て
い
る
。
付
近
の
高
台
に
は
中
国
特
有
の
華
麗

な
寺
院
も
あ

っ
て
、
見
物
客
で
賑
わ

っ
て
い
る
。

十

一
日
、
高
雄
か
ら
百
数
十
粁
南
東
の
台
湾
最
南

端
に
行
く
。
途
中
の
海
側
に
は
鰻
の
養
殖
場
が
沢
山

あ
り
、
日
本
が
輸
入
す
る
鰻
の
古
里
ら
し
い
。

最
南
端
の
ガ
ラ
ン
ビ

（ビ
は
鼻
で
岬
の
意
）
は
美

し
い
海
岸
で
、
明
治
時
代
の
灯
台
が
今
も
活
躍
し
て

い
る
。
こ
こ
に
は
か

つ
て
、
ガ
ラ
ン
ビ
海
岸
無
線
局

が
あ

っ
た
筈
だ
が

一
向
見
当
ら
な
い
。

コ
ン
テ
イ

（墾
丁
）
公
園
―
ガ
ラ
ン
ビ
か
ら
数
粁

の
小
高
い
山
上
に
あ
る
国
営
の
熱
帯
植
物
園
。
多
種

多
様
の
熱
帯
植
物
が
密
生
し
、　
マ
ン
グ

ロ
ー
プ
も
あ

り
、
所
々
に
珊
瑚
礁
も
露
出
し
て
い
る
。
現
在
は
山

の
中
だ
が
、
か

つ
て
は
海
辺
で
あ

っ
た
証
跡
が
あ
る
。

十
二
日
台
南
に
向
う
。
台
湾
を
南
北
に
縦
貫
す
る

中
山
公
路
は
六
卓
線
の
ハ
イ
ウ
エ
ー
。
そ
の
所
々
に

緑
地
帯
に
代
り
簡
単
な
鉄
柵
を
設
け
、
路
面
に
は
黄

色
の
斜
線
を
数
百
米
引
い
て
あ
る
が
、
こ
れ
は

一
朝

有
事
の
際
、
軍
用
滑
走
路
に
早
替
り
す
る
と
の
こ
と
。

台
南
―

一
七
世
紀
初
期
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
と
な

っ
た
が
、
日
本
人
を
母
と
す
る
鄭
成
功
が
奪
回
し
た
。

そ
れ
で
市
内
に
鄭

一
族
を
祭
る
廟
や
オ
ラ
ン
ダ
城
趾

の
赤
嵌
棲
、
ま
た
海
岸
近
く
の
高
台
に
は
古
い
大
砲

が
あ
り
、
安
平
古
堡
と
い
う
砲
台
跡
も
残

っ
て
い
る
。

北
海

道

の
旅

―一―
磯
　
岡
　
芳
　
明

（松
山
）

テ
ル
ウ

ェ
ル
ト
ラ
ベ
ル
企
画
の
北
海
道
六

Ｈ
問

（六
月
十
八
日
―
二
十
二
日
）
の
旅
に
出
た
。
旅
行
人

員
は
、
添
乗
員
を
入
れ
て
二
〇
名
。
メ
ン
バ
ー
は
殆

ど
が
熟
年
者
で
、
気
心
も
通
じ
あ
い
又
天
候
に
も
恵

れ
楽
し
く
よ
い
思
い
出
と
な
っ
た
六
日
間
で
あ

っ
た
。

〇
六
月
十
八
日

（木
曜
）

松
山
空
港
九
時
卜
五
分
出
発
、
大
阪
経
由
で
千
歳

空
港
着
十
三
時
二
十
五
分
。
大
阪
空
港
で
約

一
時
間

四
十
分
の
待
合
せ
が
あ
り
楽
で
あ

っ
た
。
千
歳
空
港

か
ら
網
走
交
通
の
バ
ス
で
、
岩
見
沢
―
滝
川

（チ

ョ

ッ
ち
ゃ
ん
で
有
名
と
な
る
。）
―
旭
川
を
経
由
し
て
、

一
路
宿
泊
地
の
層
雲
峡
温
泉
ま
で
約
五
時
間
。

到
着
が
予
定
よ
り

一
時
間
程
度
遅
れ
た
た
め
、
ホ

テ
ル
着
後
す
ぐ
全
員
で
会
食
と
な
る
。
初
日
の
た
め
、

各
自

一
本
宛
酒
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
女
性
が
多
か

っ
た
た
め
回
り
が
よ
か

っ
た
。
本
国
の
バ
ス
で
の
総

行
程
、
二
百
四
十
七
粁
。

〇
六
月
十
九
日

（金
曜
）

ホ
テ
ル
を
七
時
四
卜
分
出
発
、
ま
ず

「
流
星
銀
河

の
滝
」
で
下
車
し
て
渓
谷
を
歩
き
な
が
ら
見
る
。
出

発
前
、
崖
崩
れ
が
あ
り
、
死
傷
者
の
出
た
現
地
で
あ

っ
た
が
、
当
日
か
ら
道
路
開
通
と
な
る
。
そ
そ
り
立

つ
絶
壁
を
左
右
に
眺
め
な
が
ら
走
る
。
人
分
県
の
耶

馬
渓
に
似
た
景
色
で
あ
る
。
暫
く
行
く
と
、
遠
く
に

残
雪
の
あ
る
大
雪
山
が
ダ
ム
の
湖
上
に
逆
さ
に
映
り
、

一
幅
の
絵
で
あ

っ
た
。
石
北
峠
を
越
え
て

一
路
北
見

市
に
入
る
。
北
見
は
薄
荷
の
産
地
で
、　
一
代
で
財
を

成
し
た
人
も
多
い
と
の
こ
と
。
約

一
時
間
で
網
走
市

に
入
る
。
網
走
と
言
え
ば
連
想
す
る
の
は
網
走
刑
務

所
で
あ
る
。
昔
は
強
盗
殺
人
等
の
凶
悪
犯
が
収
容
さ

れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
七
～
八
年
以
下
の
比
較
的

刑
の
軽
い
者
ば
か
り
と
の
こ
と
で
あ
る
。
近
く
で
見

）る
刑
務
所
の
外
観
は
、
近
代
的
な
建
物
で
あ
り
、
所

内
の
設
備
も
良
い
と
地
元
出
身
の
ガ
イ
ド
は
説
明
し

た

）^
市
内
の
天
都
山
か
ら
眺
め
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
は
、

流
水
の
流
れ
着
く
海
と
は
思
え
な
い
穏
か
な
景
色
で

一の
「́
■
に３

次
の
観
光
地
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
約
五
十
種

の
野
生
の
車
花
が
咲
く
と

い
う

「
原
生
花
園
」
。
時

期
的
に
や
や
早
く
花
は
ち
ら
ほ
ら
と
咲
い
て
い
た
。

は
ま
な
す
の
花
盛
り
は
七
月
上
旬
頃
と
の
こ
と
。

昼
食
後
、
暫
く
は
単
調
な
道
が
続
く
。
こ
の
辺
り

の
路
線
バ
ス
は
、
二
時
間
に

一
本
程
度
で
、
手
を
あ

げ
れ
ば
止
り
、
又
下
草
も
お
客
の
意
の
ま
ま
と
の
こ

と
で
、
い
か
に
も
北
海
道
ら
し
い
。
約
二
時
間
走

っ

て
、　
″
君
の
名
は
″
で

一
躍
有
名
と
な

っ
た
美
幌
峠

に
着
く
。
標
高
五
百
二
十
五
米
の
峠
か
ら
見
る
景
色

は
雄
人
で
あ
る
。
峠
を
下
り
て
着
い
た
の
が
川
湯
温

泉
の
硫
黄
山
。
た
ち
こ
め
る
白
煙
と
鼻
を

つ
く
硫
黄

の
強
烈
な
臭
い
は
、
い
さ
さ
か
苦
し
か

っ
た
。
次
い

で

一
路
摩
周
湖

へ
と
バ
ス
は
進
ん
だ
が
、
湖
近
く
に

な
る
と
、
も
の
凄
い
霧
と
な
り
、
到
着
し
た
頃
に
は

視
界
は
殆
ど
零
に
ひ
と
し
い
。
上
に
霧
の
摩
周
湖
と

は
よ
く
言

っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
日
の
宿
は
阿
寒
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
。
バ
ス
の
総
行
程
三
百
三
十
二
粁
。

〇
六
月
二
十
日

（土
曜
）

ホ
テ
ル
出
発
八
時
、
最
初
に
通
っ
た
の
が
足
寄
町
、

日
本

一
面
積
の
広
い
町
で
、
広
さ
は
香
川
県
の
面
積

と
ほ
ぼ
同
じ
と
の
こ
と
。
ま
た
こ
の
町
は
ヤ
ン
グ
に

人
気
の
あ
る
歌
手
、
松
山
千
春

の
出
身
地
で
も
あ

る
。

「
ゆ

っ
く
り
走
ろ
う
松
山
千
春
の
町
」
と
大
き

な
看
板
が
日
に
つ
く
。
暫
く
し
て
、
用
だ

と
続
く
約

七
十
粁
の
直
線
道
路
に
は
驚

い
た
。
日
勝
峠
を
越
え

て
日
高
に
入
る
。
日
高
か
ら
富
川
に
か
け
て
は
牧
場

が
数
多
く
あ
る
。
我
が
国
の
優
れ
た
競
走
馬
の
産
地

で
あ
る
。
苫
小
牧
を
通
過
し
て
、
白
老
町
の
ア
イ
ヌ

部
落
を
見
る
。
観
光
の
た
め
造
ら
れ
た
も
の
で
、
売
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店
の
並
ぶ
間
を
通
り
抜
け
て
入
る
。
ア
イ
ス
の
酋
長

に
よ
る
生
活
様
式
に
ま

つ
わ
る
話
を
聞
い
た
後
、
ア

イ
ス
の
踊
り
を
見
る
。
ム
ッ
ク
リ
と
呼
ば
れ
る
楽
器

の
音
は
、
い
さ
さ
か
哀
愁
を
お
び
て
い
る
。
白
老
を

出
て

一
路
宿
泊
地
で
あ
る
登
別
温
泉
の
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
に
入
る
。
ホ
テ
ル
の
浴
場
で
は
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、

シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
姿
の
ギ
ャ
ル
が
背
中
を
流
し
て
く

れ
る
。
た
だ
し
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
午
後
四
時
か
ら
同

六
時
の
間
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
夕
食
時
に
は
歌
や
太

鼓
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ

っ
た
。

本
国
の
行
程
三
百
六
十
五
粁
で
最
も
長
い
。

敬
老

心

の
芽

を
摘

ま
な

い
で

上
　
田
　
　
　
昇

（松
山
）

五

・
六
人
立

っ
て
い
る
満
席
の
バ
ス
に
、
×
×
デ

パ
ー
ト
の
大
き
な
袋
を
さ
げ
た
老
婦
人
が
乗
り
込
ん

で
き
た
。
グ
リ
ー
ン
席

（老
人

。
身
障
者
用
に
設
け

ら
れ
た
席
）
に
座

っ
て
い
た
小
学
校

一
。
二
年
生
ぐ

ら
い
と
思
わ
れ
る
少
女
が
、
す

っ
と
立

っ
て

「
お
ば

あ
さ
ん
、
こ
こ
え
、
ど
う
ぞ
」
と
、
小
さ
い
声
で
、

席
を
ゆ
ず
ろ
う
と
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
は

「
す
ぐ
降

り
る
か
ら
、
い
い
の
、
あ
な
た
座

っ
て
い
な
さ
い
」

と
い
っ
て
、
そ
の
席
に
座
ろ
う
と
し
な
か

っ
た
。
少

女
は
、
ど
う
し
た
も
の
か
と
、
は
ず
か
し
そ
う
に
、

下
を
む
い
て
、
そ
の
席
の
横
に
立

っ
て
い
た
。

そ
の
老
婦
人
は
、
す
ぐ
に
降
り
る
と
い
っ
て
い
た

が
、
い
っ
こ
う
に
降
り
る
気
配
は
な
い
。
少
女
は
、

四
ツ
五
ツ
停
留
所
を
行

っ
た
と
こ
ろ
で
、
運
転
手
に

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
て
降
り
た
。
す
る
と
、
そ

の
老
婦
人
は
、
そ
の
席
に
す

っ
と
座

っ
た
Ｑ
て
あ
る
。

私
は
、
こ
れ
を
見
て

「
な
ん
て
い
う
、
お
ば
あ
さ

ん
だ
ろ
う
。

『お
ば
あ
さ
ん
と
、
い
わ
れ
た
の
が
、

気

に
入
ら
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
』
、

『ま
だ
足
腰

は
、
し

っ
か
り
し
て
い
る
の
に
、
い
ら
ん
御
節
介
は

し
な
い
て
」
と
の
、
こ
と
だ
ろ
う
か

一
と
、
あ
き
れ）

た
。も
う
、
あ

の
少
女
は
、
今
後
、
老
人
が
自
分

の
横

に
立

っ
て
も
、
席
を
ゆ
ず
る
と

い
う
敬
老
心
は
発
揮

し
な
く
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
　
ァ
」
の
人
、

気
持
よ
く
座

っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
座

っ
て
く
れ

な

い
と

い
や
だ
な
」
な
ん
て
考
え
て
、
眠

っ
た
ふ
り

な
ど
し
て
し
ま
う
の
ぃて
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

あ

の
と
き

「
す
ま
な
い
ね
。
あ
り
が
と
う
」
と
、

素
直

に
座

っ
て
い
た
ら
、
車
内
は
、
ほ
ほ
え
ま
し

い

光
景

に
な

っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し

て
、

少
女
は
、
ま
た
席
を
ゆ
ず
ろ
う
と

折
角

の
少
女

の
敬
老
心
の
芽
を
摘
み
取

っ
て
し
ま

っ
た
。

「
グ
リ
ー

ン
席
は
、
老
人
、
身
障
者

の
席
で
す
。

席
を
ゆ
ず
り
あ

っ
て
く
だ
さ

い
」
と
、
皮
肉

に
も
、

車
内
放
送
が
流
れ
た
。

本
　
　
　
由車

（小
松
島
）

現
在
全
国
各
地
に

「
歩
け
歩
け
」
の
愛
好
者
が
激

増
し
、
そ
の
数
は
九
〇
〇
万
人
を
超
え
て
い
る
と
か
、

体
力
と
精
神
力
の
限
界
に
挑
戦
す
る
た
め
、
又
根
性

の
育
成
な
ど
、
歩
き
続
け
る
理
由
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

あ
る
が
、
歩
き
の
神
髄
は
、
や
は
り

「歩
く
こ
と
を

楽
し
む
」
こ
と
で
あ

っ
て
、
歩
き
な
が
ら
自
然
の
美

し
さ
、
花
の
姿
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
、
友
の
情
け
に

心
を
動
か
し
て
、
も
の
の
あ
わ
れ
に
感
動
す
る
情
緒

を
失
な
わ
な
い
よ
う
に
努
め
る
の
が
大
切
で
な
い
か

と
思
う
。
老
医
学
専
攻
の
先
生
方
が
高
齢
者
に
と

っ

て
、
歩
く
こ
と
が
ベ
ス
ト
の
老
化
防
止
策
で
あ
る
と

強
調
さ
れ
て
い
る
の
も
強
く
印
象
に
残

っ
て
い
る
。

先
年
、
わ
が
徳
島
で
は
、
電
電
Ｏ
Ｂ
の

『健
歩
の

集
い
』
が
発
足
し
て
、
徒
歩
の
喜
び
を

エ
ン
ジ

ョ
イ

し
て
い
た
が
、
最
近
婦
人
会
員
の
大
幅
増
加
に
伴
い
、

会
の
雰
囲
気
も
女
性
優
位
に
変
わ
り

つ
つ
あ
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
、
少
々
戸
惑
い
を
覚
え
て
い
た
。

し
か
し
、
近
頃
は
わ
が
家
を
始
め
、
主
婦
の
発
言

力
が
相
当
強
化
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
男
性
の
存
在
が
や

や
か
す
ん
で
き
た
世
相
で
は
、
会
の
形
態
、
運
営
も

徐
々
に
女
性
上
位
に
変
身
し
て
ゆ
く
の
は
自
然
の
成

り
行
き
で
あ
ろ
う
、
無
駄
な
抵
抗
は
慎
し
む
が
賢
明

と
、
事
態
を
静
観
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
ど
う
し
て
、

女
子
会
員
の
多
く
は
明
る
く
健
康
的
で
、
男
子
会
員

オ
ン
リ
ー
と
は
異
な

っ
た
和
や
か
な
ム
ー
ド
を
展

開
し
て
く
れ
、
お
か
げ
で
私
も
、
月
例
行
事
の
参
加

を
胸
膨
ら
ま
せ
て
心
待
ち
す
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

老
生
も
既
に
齢
八
〇
歳
の
大
台
に
到
達
、
そ
ろ
そ

ろ
終
着
駅
の
青
色
シ
グ
ナ
ル
が
点
滅
し
て
き
そ
う
で

あ
る
が
、
泉
下

へ
単
身
赴
任
の
発
令
が
あ
る
ま
で
は

健
康
管
理
に
配
慮
し
て
、
徒
歩
愛
好
を
続
け
て
ゆ
き

た
い
と
ひ
そ
か
に
念
願
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

あ

る

記

憶

渡
　
部
　
貞
　
好

（松
山
）

昭
和
二
十
年
八
月
末
に
ソ
連
兵
が
進
駐
し
、
わ
が

職
場
に
も
少
佐

一
名
、
下
士
官
二
名
、
兵
十
五
名
が

常
駐
し
、
下
士
官
と
兵
は
三
交
替
で
常
時
私
達
の
仕

業
振
り
を
監
視
し
た
。
下
士
官
の

一
人
に
兜
虫
と
評

名
を

つ
け
た
。
頑
丈
な
体
に
大
き
な
顔
。
煩
骨

一
段

と
高
く
、
眼
高
落
ち
込
み
、
眼
光
畑
々
と
人
を
射
る

風
貌
が
諄
名
の
由
来
で
あ
る
。
兜
虫
は
声
が
太
く
い

つ
も
怒
鳴

っ
て
い
る
よ
う
に
聞
え
た
。
私
は
二
人
の

下
士
官
中

一
番
警
戒
を
し
て
い
た
。
兜
虫
の
部
下
に

）

徒

歩

讃

福
歌
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十
五
、
六
才
と
思
わ
れ
る
少
年
兵
が
居
た
。
こ
の
少

年
兵
が
中
国
の
内
戦
の
流
れ
弾
に
当

っ
て
死
ん
だ
。

機
関
匠

（満
鉄
）
構
内
の
、
し
か
も
私
の
目
の
前

で
倒
れ
、
腹
部
が
割
け
て
腸
が
湧
く
よ
う
に
出
て
き

た
。
兜
虫
も
兵
士
達
も
為
す
術
を
失
い
呆
然
と
立
ち

す
く
ん
で
い
た
。
私
は
怒
鳴

っ
て
彼
等
を
励
ま
し
血

ま
ぶ
れ
に
な

っ
て
少
年
兵
を
室
内
に
運
ん
だ
が
、
手

当
中
に
息
を
引
き
取

っ
た
。
可
哀
想
で
な
ら
ず
遺
体

に
対
し
粛
然
と
合
掌
し
た
。
二
、
三
日
後
の
夜
兜
虫

が
米
と
豚
肉
を
兵
に
か

つ
が
せ
て
私
の
家
に
来
た
。

同
行
の
通
訳
は
、
亡
き
少
年
兵
が
世
話
に
な

っ
た
お

礼
に
き
た
と
言
い
、
兜
虫
は
私
に
向

っ
て
う
や
う
や

し
く
合
掌
し
た
。
私
が
米
や
豚
肉
の
代
金
を
払
い
た

い
と
言
う
と
、
激
し
く
首
を
振
り
内
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら

ソ
ッ
ト
写
真
を
取
り
出
し
私
に
示
し
た
。
汗
と
手
垢

に
汚
れ
た
小
さ
な
写
真
に
は
、
婦
人
が
二
人
の
子
供

を
抱
く
よ
う
に
し
て
写

っ
て
い
た
。

マ
ダ
ム
か
と
聞

く
と
嬉
し
そ
う
に
頷
き
、
三
才
の
私
の
子
供
に
紙
幣

を
握
ら
せ
、
キ
チ
ッ
ト
敬
礼
を
し
て
去

っ
た
。

ソ
連
兵
の
私
達

へ
の
対
応
が
目
に
見
え
て
や
わ
ら

か
に
な

っ
た
。
外
見
は
い
か
め
し
い
が
、
内
懐
に
家

族
の
写
真
を
秘
め
持

つ
兜
虫
の
や
さ
し
い

一
面
を
見

た
私
は
、
兜
虫
に
対
す
る
警
戒
心
を
解
い
た
。
ソ
連

兵
は

一
年
足
ら
ず
駐
屯
し
て
突
然
引
き
揚
げ
て
行

っ

た
。
兜
虫
は
グ

ロ
ー
ブ
の
よ
う
な
手
で
握
手
を
繰
り

返
し
、
髭
だ
ら
け
の
頼
を
私
の
顔
に
摺
り

つ
け
た
。

動
き
出
し
た
車
窓
か
ら

「
ヤ
タ
ナ
ベ
サ
ー
ン
」
と

幾
回
も
叫
ん
だ
。
あ
れ
か
ら
四
十
二
年
。
兜
虫
も
お

爺
さ
ん
に
な

っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

青

い
海

と
太

陽

の
町

〃
宮
崎

渡
　
部
　
重
　
雄

太
陽
と
、
み
ど
り
の
都
市
宮
崎
市
は
、
日
豊
本
線

で
訪
れ
て
も
、
空
路
訪
れ
て
も
、
ま
ず
青
い
海
と
さ

ん
ら
ん
と
し
た
太
陽
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
駅
前

広
場
、
空
港
広
場
か
ら
始
ま

っ
て
、
町
の
通
り
街
路

樹
、
大
淀
川
の
河
畔
の
公
園
並
木
ま
で
、
や
た
ら
と

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
ビ

ロ
ー
な
ど
亜
熱
帯
植
物
が
目
に

つ
く
、
九
州
最
大
の
大
淀
川
の
河
岸

一
帯
が
自
慢
の

遊
歩
地
区
で
、
四
季
を
問
わ
ず
市
民
の
い
こ
い
の
場

所
と
な

っ
て
い
ま
す
。

宮
崎
で
も
う

一
つ
の
観
光
の
側
面
を
形
成
す
る
の

が
神
話
の
世
界
で
あ
る
、
宮
崎
市
の
北
に
ひ
ろ
が
る

西
都
古
墳
群
、
五
箇
瀬
川
上
流
の
高
千
穂
峡
な
ど
、

建
国
神
話
の
舞
台
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
宮
崎
に
は
、
宮
崎
科
学
技
術
館
が
あ
り
、
八

月
二
日
か
ら

一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
科
学
技

術
館
に
は
、
直
径
二
十
七
メ
ー
ト
ル
の
世
界
最
大
の

投
映
ド
ー
ム
を
も

つ
ホ
ー
ル
や
、
最
新
の
科
学
の
粋

を
集
め
た
展
示
物
な
ど
が
あ
り
、
科
学
の
夢
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。　
一
階
に
は
、
地
球
探
査
衛
星
ラ
ン
ド
サ

ッ
ト
が
撮
影
し
た
九
州
の
全
図
が

ロ
ビ
ー
の
床
の
タ

イ
ル
に
描
が
か
れ
て
い
て
、
気
象
衛
星
ひ
ま
わ
り
や
、

ノ
ァ
の
画
像
で
、
居
な
が
ら
に
し
て
地
上
や
上
空
で

起
き
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

三
階
で
は

「
科
学
の
ふ
し
ぎ
の
国
」
が
あ
り
、
人

間
の
視
覚
を
狂
わ
せ
る
異
次
元
の
小
空
間
錯
覚
の
部

屋
、
十
五
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
二
人
が
小
声
で
話
し
て

も
十
分
聞
こ
え
る
パ
ラ
ボ
ラ
、
震
度
０
か
ら
震
度
５

程
度
ま
で
の
横
ゆ
れ
を
体
験
で
き
る
ワ
イ
ヤ
ー
ダ
ン

ス
な
ど
、
三
十
六
の
展
示
装
置
が
自
由
に
試
せ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、　
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
原
理
や
利
用
の
仕

方
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
、
先
端
技
術
の

世
界
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

三
階
は
、
星
の
位
置
や
運
動
を
映
し
出
す
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
が
あ
り
、
直
径
二
十
七
メ
ー
ト
ル
と
い
う

世
界
最
大
の
投
映
ド
ー
ム
は
、
臨
場
感
い
っ
ぱ
い
の
壮

大
な
宇
宙
シ
ョ
ー
が
楽
し
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
こ
と
し
二
月
、
宮
崎
に
転
居
し
ま
し
た
。
み
な

）
さ
ん
の
お
越
し
を
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。）

投

稿

規

定

一　

会
員
消
息
　
四
〇
〇
字
以
内

一
一　
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
　
五
首
又
は
五
句
以
内

〓
一　
随
筆
、
随
想
　
工（
○
○
字
以
内

原
稿
締
切

一
一
月
二
〇
日

。
字
数
は
な
る
べ
く
お
守
り
く
だ
さ
い
。

。
原
稿
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
お
任
せ
願
い
ま
す
。

編

集

後

記

に

代

え

て

「
お
と
し
よ
り
　
は
ね
ら
れ
死
亡
」
、
こ
ん
な
記
事

が
新
聞
を
賑
わ
す
、
目
を
通
し

「
あ
あ
、
電
友
会
の

人
で
な
く
て
よ
か

っ
た
」
と
胸
を
撫
で
下
ろ
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
れ
ば
事
故
は
起
き
な
い
筈
、
で

も
現
実
に
多
発
す
る
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
猛
省
を
促
し

た
い
、
し
か
し
、
自
ら
も
自
己
防
衛
の
要
が
あ
る
。

通
勤
の
途
次
、
危
な

っ
か
し
い
光
景
を
よ
く
見
か

け
る
、
人
は
右
、
草

（自
転
車
も
）
は
左
、
物
陰
か

ら
飛
び
出
さ
な
い
、
道
路
を
横
切
る
時
は
左
右
の
安

全
確
か
め
て
等
、
馬
鹿
げ
た
初
歩
的
な
注
意
が
実
は

安
全
を
守

っ
て
く
れ
る
。
み
な
さ
ん
の
無
事
故
と
健

康
を
祈
り

つ
ゝ
…
せ
め
て
白
寿
を
迎
え
る
日
ま
で
。

電
友
会
四
国
連
合
会
会
報
　
　
第
六
〇
号

昭
和
六
二
年

一
〇
月

一
日
発
行

編

集

発

行

電

友

会

四

国

連

合

会

事

　

　

務

　

　

局

松
山
市

一
番
町
四
丁
目

（〒
七
九
〇
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
内

電
話
（〇
八
九
九
￥
一六
―
二
〇
二
三

印
　
刷
　
　
四
国
電
話
印
刷
株
式
会
社
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